
今月のトーク/monthly talN

(株)辰    東京都渋谷区渋谷3-8-10 　ＪＳ渋谷ビル５F tel/03-3486-1570 fax/03-3486-1450

「目黒 M 邸」　　　๡୶︓॔ॵク東京

松

　今月の写真の「目黒 M 邸」では、ৗしくご自宅を建て替えられるこ
とになったお客様が、ਰ前のお൦にあった松を「छひ残したい」とൌ望
されました。長く育った木には、୦かが೛ると言われます。大きくたわ
わなୌからಇलた見事な枝や຤く஖しい青෤のଉ葉は、ごੇఔの記༨の
中になくてはならないものとなっていたことでしょう。
　どの部ોからもこの松を眺められるように、松を中心に建物が配置さ
れていることからも、この木をఎするお客様のਞ੅ちがわかります。
　
　「松」は、日本人にとって最もମ੺な樹木の一णです。日本ਕ大景観
の松島やଠଶ立、૝島は、いङれも௹かな松の木々が風景の中心であり、

「ஜෛ青松」として、ྙసや฻画にもその風୾明ᜮな୾景が๜かれてき
ました。長寿の଴徴として、ઋの下りてくる依所として、特શな意௡を
੅ण木です。「松೔෭」という言葉もંすように、ある意௡で位の高い
樹ரでもあります。正月には୅松を཈ঢ়に෪り、ચやస೺ᅪの೺台のూ
景には必ङ๜かれる、日本人の生ણになくてはならないものです。
　ધ化面だけでなく、松はやせ地、ൽ地で最ੂに育ण木であり、ਲ഍の
ෛଆ௔や、ଆ風௔としても૽に立っています。松࿫はテঞআンఅのਉમ
となり、「松明（たいまण）」は大事な明かりでした。ঐॶॱॣなどほか
の೘物を育てるુ生力も੅ち合わせています。ಕい樹ຜはॳॵプにされ
て、園഼用にਹ用されています。
　ଞ෤ଉ葉樹としてはほぼਨ઄ૉ৸体に分ഘしており、日本的な景観を
形作るものとしては、クটঐॶ、॔ढ़ঐॶ、०চक़ঐॶが৻਀的なもの

です。人工௔の樹ரとしてスギ・঄ঀय़に次एढ़ছঐॶは、土質を৭ば
ङ、ິ໬ਙがあり、生長もଫい木です。ਨਲ道や本ପ山༝部に੗いので
すが、実は৊गঐॶでも、ঐॶരではなくढ़ছঐॶരで、日本のଉ葉樹
でི一૳葉する木です。他にもঐॶという੡前がહきながら、トॻঐॶ

（ঔ঑ര）、ग़॰ঐॶ（トक़঄ര）、ঋॖঐॶ（トफ़१ডছരؠ৪বਉਓ）
のように、ரథはୀうものがあります。また、建材としては、ਨ৪など
からのୟ入材のঃॖン材がいわॅる松ですが、ੇ具に使われていること
が੗いようです。

　景色として忘れられないのは、東ਨ大൜಼の後、గু਩ಮ前高ি市に
残った「ྜྷ඄の一本松」でしょう。൜಼୮௪のൢいを଴徴するものとし
て、保૧のଢが高かったのですが、結ଂ根がྂってしまい、その後、ঔ
ॽগওントとして保存されることになりました。　
　細い葉、曲がりくबったୌ、૱෗なୌの木肌、簡౐には触らせてくれ
ない、ൽ々しくそしてྐ細な木のྟ力。曲がりくबった木を、思う形に
作り上げるには、それなりのテクॽॵクが必要です。ᅈᄎにはその஢ா
のૼがણかされています。そのളහさが日本人に合っているのではない
かと૎गます。

　東ਨでは害ད被害がੜえていると聞きますが、日本の景観を作る観୾
資౺でもある「松」、これからも大切にしていきたいものですब。
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目黒M邸　　

　築約 60 年の木造 2 階建の住宅には、大きな松のある前庭があった。
建替えにあたって建て主は、「家族を見守ってきたこの松だけは、ぜ
ひ残したい」という希望をお持ちであった。そこで、奥様の好きな

「ビュッフェ絵画」のようなモノトーンの色調や鋭い線を活かした、
耐震性のあるコンクリート打ち放しの建物が、この松を囲むようなプ
ランとし、各部屋の大小の開口部を通して、様々な表情の松を楽しん
でいただけるようにした。
　また、建て主は、親御様より受け継いだ土地に新たに建てる建物が、
将来の２世代、３世代同居を視野に、玄関・キッチン・バスルームを
大きく一つにし、次の世代にそのまま受け継がれていくような住宅を
望まれた。息子さん世帯は別に住居もあるが、一緒に住む期間を想定
し、プライベートな部分以外は、むしろ広くいろいろな場所が点在し
ている、フレキシブルな空間で、一家団欒の機会をより有効に作り出
すことを望まれた。元の住宅にはなかった地下や屋上の部分が、その
余裕を生み出している。

　内装については、コンクリート打ち放しの雰囲気を活かし、玄関の
壁には本実の打ち放し部分を設けたり、2 階への階段は片持ちにした
り、と新しいものを楽しんでいただく一方、書斎の壁の一部には、以
前の家の壁の板材を貼って照明を残したり、和室の床の間の長押は以
前の家で使っていたものを採用している。古いもの、昔から大切にさ
れているものを大事にしたいという建て主の思いが反映されている。
　外構の土留にも大谷石の部分を残し、行きかう近隣の方からも「松
や壁が以前のお宅の面影を感じさせる」と好感されているようである。
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（田中朋久氏　談）

家族への思いをつなぐ松の木

所在地︓目黒区
構造︓RC 造
規模︓地下１階、地上２階
用途︓専用住宅
設計︓田中朋久
　　／田中朋久建築設計事務所
施工担当︓鈴木
竣工︓2015 年８月　　

①南西側外観②リビング③玄関。正面に本実型枠のコンクリート打ち放しの壁、右手の窓より中庭を臨む④大きくゆとりのあるキッチン⑤横格子の鉄製
門扉と玄関⑥リビングより見る中庭。松の脇に灯篭もあり、以前の庭の趣を残す⑦個室⑧和室。床の間の長押は以前の家のものを利用⑨プレイルーム。
グランドピアノも搬入⑩書斎。正面の壁の木材と照明も以前の家のものを採用
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一૴思考の辰が聞く、フটントছンナーのா意Front Line 80

　今月は、「目黒 M 邸」を設計された、ি中ა୲੽にお話をቯいました。
ご自宅は、૳ち着いたたたङまいの੸世帯住宅で、なんと୺村ದਕ設計の「ழ
์のੇ」（1979 年）でした。おຳ೯様がご໿で設計を依頼されたとのこと
でしたが、૬間の੅णྟ力がি中੽を建築の道へనませたのは必ே的なこ
とだったでしょう。

― M 邸の建て਌様とはੇఔएるみのおહき合いで設計のご依頼があったそ
うですब。
ি中︓そうですब。一ण一णのご要望に丁寧に応えて、なるसくおਞ੅ち
をણかした建物を作り上げたい、と૎गていました。
　今回のプটジख़クトで正ૄにஆ立して事務所を立ち上げましたが、それ
までの 4 年間、෮業した૸葉大学のଢ଼஢室の੔生の下で、૸葉大ୢ学部৊
ษ会を中心に集められたఞહসなどによって建てられた「ॏのはな৊ษ会
ை（設計︓鈴木൞樹ٔ鈴木൞樹ଢ଼஢室、2014 年 1 月ᓛ工）」の実務設計を
૿当しました。ଠ੩高 9ۜਰ上の঍ールや 60 ႙の和室があり、学生や෮業
生、ઇ૙৩がઐ૴する場所としてਹ用されており、൤஺は学生の部ણ৿の
会ைとしても機ચします。学生に設計実務৽ୡの場をଖえるため、実務৽
ୡのある໊ら෮業生もঢ়わって、設計が行われました。

　૸葉大のଢ଼஢室にいる間も、自分の仕事はວらで行ってきました。大学
੹を෮業してから最ੂに入った設計事務所が下฾௭૱人さんの A.A.E です。
そこで、まङ建築設計の実務をઇえていただきました。その後、自分でも
జ฼の住宅設計をཨಠで行いました。細かい要望があって、時間をかけて、
きちんと一ण一ण学んでいく、という૎गで作っていきましたब。高台に
あるのですが、途中から道路がなく、ুઈलの工事でなかなかの୔工事で
した。
―それは大૗だったでしょう。
ি中︓੝ఊでは、松ૺで১൅事務所の設計を行いましたが、ใ存スプリン
クছーを୎設するのを避け、R の෢で仕切って打ち合わせ用の଻室を作る

一నङण丁寧に道を拓く ি中ა୲／ি中ა୲建築設計事務所

など、コスト管৶を行い、ৗたな૬間を作りました。
　஡௵のਕໟภોのຓఐクリॽॵクは、「৵さい子୹からお年ఞりの方まで、
ၴもが入りやすい木を使った、心地よい૬間」を目੐しました。それから、
高ૅ時৻の௵人がオーナーの松本のढ़フख़の੝ఊ工事は楽しかったですब。
いわॅるブॵクढ़フख़ですが、本ોさんがๆ接していて、いろいろな人が
集まる૬間を意௙する、面ஜい計画でした。
―大切にされてきたॿॵトডークで、どんどん仕事が来そうですब。
ি中︓そうですब。今、高崎で住宅を設計していますが、それも建て਌は
௵人で、一णの仕事が終わるとまた次に୦か依頼があるという૎गで来て
います。今回のコンクリート造建築でのᴟഡな設計・઱工はৗたなय़ャリ
॔となりました。
―そういえば、もともと৽ੋ学部でいらしたのに、その後、建築学ఐを目
੐されたのは、どういういきさणですかء
ি中︓大学は、৽ੋ学部に行けばንしが஍くという৶૓で進学しました。
当時は໥ਘもせङに、このままではいけないと思い、進路૗ಌをしました。
今は、自分に合った仕事を見णけられたと思っています。また、ఞり道は
しましたが、その分いろいろな出会いに恵まれました。

―ご自宅は、੔ほどから、とてもよい࿇囲ਞの住宅だと૎गていましたが、
୺村ದਕさんの作ષなのですब。
ি中︓ຳ೯のੴり合いの໿で依頼したそうです。生まれた時から、ここに
暮らしていますが、ङっと੝築もせङにここまで来ています。൦の඙は໊
が生まれた時に೘えられたものです。2 世帯住宅の੔ฌけのような建物で、
今はๆにྈ೯のੇఔが住んでいますが、ここは M 様とୀって、入ઠが最ੂ
からશなんですよ。
―築 30 年ਰ上で、य़ॵॳンやリビンॢ、階஺のトॵプছॖトなど、時৻
の૗ዮにも୶஭されないঔॲンなॹ२ॖンは、お仕事にも張り合いをଖえ
てくれそうですब。本日はどうもありがとうごकいました。

Tomohisa
Tanaka

1978 年　東京生まれ
1997 年　෵ᡳଝ྆高ಉ学ૅ　෮業
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2015 年　ি中ა୲建築設計事務所　設立

ি中　ა୲

②松ૺの১൅事務所③ਕໟภોのຓఐクリॽॵク④松本のढ़フख़　๡୶︓出ઠຶ౓

「建物に౏した人の思いをਭけとめ、
長く使っていただけるものをणくっ
ていきたいですब」

ি中ა୲੽　自宅事務所にて　๡୶︓॔ॵク東京
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・列島各地で台風の被害が出ています。日頃の準備を忘れないようにしたいものです。「まさか、こんなところで・・」という被害者の言葉を戒め
にしたいと思います。

編集後記

「木を残す」　ー「目黒 M 邸」　現場工事から―　　

都心の閑静な住宅街に、子育て、老後の
暮らし方に配慮した 2 世帯住宅が完成、
内覧会が行われました。
化粧型枠の打ち放しコンクリートの外
観、優しい肌触りの素材で丁寧に作りこ
まれた内装が特徴です。

構造︓RC 造
規模︓地下 1 階　地上 3 階
用途︓専用住宅
設計︓LEVEL Architects
完成︓2015 年 9 月

｢ 上大崎の住宅」内覧会　　9 月 19、20 日 

1．着工前の事前調査時　　（写真①②参照）
　着工前より、敷地内の松の木はお客様にとって「命の次に大切なも
のだ」と聞かされていました。建物の形状は、平面的には松の木を囲
うようにコの字に計画されているので、着工前の敷地形状、現状地盤
高さの確認の他に、松の木の形状、位置、枝の範囲の確認を行う必要
があります。後日行う遣方出し時に建物と松の木との正確な位置の確
認となりますが、事前調査時に簡易的に実測した結果は松の木と建物
はほぼ干渉しない（外部足場には干渉するおそれあり）ことがわかり
ました。あとは地業工事業者と現地で打合せをし、実際の敷地の状況
を確認しながら資材（鋼管杭、山留杭など）や打ち込み重機の搬入の
計画を行います。こちらも松の木に資材、重機が干渉しないように注
意して計画しなければなりません。

2．捨コン打設（写真③）
　地下室の形状は L 型、1 階から上がコの字の形状です。2 次根伐完了
までは松の木をうまく避けるように、残土搬出ルート、重機の設置場
所を考える必要がありました。捨コン打設も松の木を痛めないように
細心の注意を払いました。
　これだけ大きな松の木なので、根の張り具合の範囲もかなりの大き
さが予想されます。お客様が依頼されている造園業者様と数回打合せ
をさせていただき、太い根は根伐の範囲にはないだろうとの確認が取
れました。一部、直径 30mm 程度の根も出てきましたが、きれいに切
断し、切断面には薬を塗れば大丈夫との話でした。
　ちょうど夏の暑い時期でした。夕方協力業者が帰った後に、現場の
進捗状況を確認しながらの松の木への水撒きは、毎日の日課となって

　今月ご紹介した「目黒 M 邸」では、敷地に立っていた松の木をそのまま残す形で工事を行うことになりました。自宅を建て替える際に、長年と
もに過ごした樹木の保存を望まれる方は少なくありません。このようなとき、現場ではどのような対応を行うのか、M 様、設計者様のご協力をいた
だきましたので、ご紹介させていただきます

① ③② ④ ⑤

おりました。静まり返った現場内で、ジャブジャブ水撒きするのも
思いの外、楽しい作業でした。

3．地下躯体生コン打設（写真④）
　地下の鉄筋型枠作業も完了し、いよいよ生コン打設の日を迎えまし
た。地下室のない部分も上階の基礎が必要なので、③の写真のように敷
地内に作業車を設置することはもうできません。松の木側の前面道路
を使用して打設したかったのですが、松の木と電線にポンプ車のブー
ムが接触してしまうので、やむなく脇の狭い方の道路を通行止めにし
て生コン打設を行いました。　

4．外構塀生コン打設（写真⑤）
　躯体工事も無事完了し、最後に外構塀の生コン打設です。躯体工事
中は外部足場に干渉する枝を、前述の造園業者様に松の木を痛めない
ギリギリのところまで曲げて頂き、なんとか無事に躯体作業を終える
ことが出来ました。塀も化粧打ち放しのコンクリートなのですが、松
の木の枝の下にもコンクリートの塀を作るので、これもまた、松の枝
を折らないように葉をコンクリートの飛沫で汚さないように、細心の
注意を払って打設する必要がありました。
　外構工事も完了し、お引き渡しした後、周囲を囲っている無機質の
コンクリートと、真夏の猛暑の中、青々と茂る、有機物の塊のように
見える松の木との対比を眺めながら、「枯れなくて本当に良かった」と
ほっとした次第です。

（現場報告︓工事部　鈴木拓司）

｢ 恵比寿 N ビル＠YAMANOTE LINE 見学会」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　9 月 26 日 

JR 線路際に位置するテナントオフィス
ビルが完成し、内覧会が開催されました。
線路上方に広がる景色を最大限取り込ん
だスペースは、明るく開放的です。鉄道
ファンには、仕事の合間、癒しのひとと
きをもたらしてくれそうです。

構造︓S 造
規模︓地上７階
用途︓事務所
設計︓上西明
　／上西建築都市設計事務所
完成︓2015 年 9 月
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